
カラスの子育てに学ぶ「子どもとの距離感」

校長 石 塚 睦

一雨ごとに秋の深まりが感じられるこの頃です。先日は，秋晴れの空のもと２年生と４年生が，意気揚々とプラタ

ナス通りの落ち葉拾いに出かけましたが，突然降り出した大粒の雨に追い返されるように戻ってきました。けれども，

子どもたちは雨にあたっても楽しそう。目を丸々と見開き上気した声で，口々に急に雨が降ってきたことを訴えなが

ら駆け戻ってきました。学校生活の毎日を生き生きと楽しんでいる様子が，とても微笑ましく思いました。

さて，そんな緑が丘小学校の秋の風景の一つに「グラウンド一面のカラス」があります。この季節，日暮れ前，一

羽，二羽と飛来するカラスは，たちまちグラウンド一面の大群になります。さながら，ヒッチコックの映画を思い起

こさせる異様な情景です。たぶん，集団でねぐらに戻る前の「待ち合わせ場所」にしているらしいのです。そのカラ

スについて，以前こんな話を聞いたことがあります。巣立ちの時期を迎えると，親鳥はある日突然，雛に餌を運ばな

くなり，雛がいくら呼んでも巣から少し離れたところから近寄らなくなります。それは，場合によっては２，３日続

くこともあるそうなのですが，その間，迂闊に人間が巣に近づいてしまうと，親鳥はものすごい勢いで攻撃してきま

す。そうです，親鳥は，雛の自立を促しながらも，万が一，その雛に危険が及ぶようなときには，素早く雛を守るこ

とができる絶妙な距離を取って見守っているのです。子を思う親の気持ちは，カラスといえども同じだと感心したも

のです。そして，このカラスの子育てから「子どもとの距離感」について考えさせられました。例えば，子どもとの

距離が遠すぎる場合...子どもがスマホに夢中になって部屋で何をしているのか分からない...当然，何かトラブルにな

ったときに子どもを守ることができません。反対に，子どもとの距離が近すぎて，自立心や自己肯定感の芽を育めて

いない。これは，子どもが自力で何かをやろうとしているときに，じれったくて「何，もたもたやってんの！」と取

り上げてしまう場合などです。（前述の通り，カラスの親は，２，３日も待ち続けるそうですが...）

かくして，グラウンドに大群をつくるカラスたちを眺めていると「このカラスたち，もしかすると，少子化問題の

解決策も知っているのかも...」そんな気さえしてきます。

「子どもとの距離」については，「アメリカインディアンの教え」とし

て語り継がれているこんな言葉もあります。子どもの発達の過程や子ども

の人生全体を通した視点から「子どもとの距離」を的確に言い当てている

言葉だと思います。子どもの健やかな成長のためには「離す」ことも必要

であること，そして，親子の絆には，子どもの成長に合わせた適切な距離

感があると教えてくれています。

秋の夜長，ご家族で一緒に過ごす時間は，親にとっても子どもにとっても大変貴重です。ときにはお子さんとの距

離を縮めてみたり，ときには愛をもって離れてみたりして，生涯続くすてきな親子関係を深めていただきたいと思っ

ています。
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乳児は 肌を離すな
幼児は 肌を離して 手を離すな
少年は 手を離して 目を離すな
青年は 目を離して 心を離すな

コロナウィルスの影響により，時期や活動内容が変更にな ２ 月 交通安全街頭指導 委員会④

った宿泊学習でしたが，戸惑いを見せることもなく，子ども ４ 水 保護者との懇談①

たちは立派に学習を終えました。研修に一生懸命な姿や仲間 ５ 木 保護者との懇談②

と協力しながら仕事を行う姿に，高学年としての成長が感じ ６ 金 朝会 2年モルモットお別れ会

られました。宿泊学習で学んだことは，今後の学校生活や次 ９ 月 保護者との懇談③

年度の修学旅行に生かし，さらなる成長を期待しています。 10 火 保護者との懇談④ スクールカウンセラー来校

11 水 保護者との懇談⑤

12 木 保護者との懇談⑥

13 金 眼科健診(１･３･５年)

17 火 プラタナス集会(低) 薬物乱用防止教室(6年)

18 水 プラタナス集会(中) 弁当の日

19 木 プラタナス集会(高)

25 水 諸費振替日

30 月 校内絵画･版画展示(1/29迄)

２・４年生が学校周辺の落ち葉拾いを行いました。

後半雨に降られて，予定よりも早く終了となりました

が，袋一杯に集まった落ち葉を見て，子どもたちはと

ても満足そうでした。「もっと拾いたい」という感想

をもった子どもも多くいました。

今年度，初めてのプラタナス集会を行いました。感染症予

防のためマスクで飛沫対策を行いながら２学年ごとのブロッ

クに別れて，21日～23日の３日間で行いました。集会委員が

今年の歌声集会テーマ「元気に楽しく声を合わせて!」を発表

した後，元気いっぱいの歌声を体育館中に響かせました。

●西山坂田電気株式会社様より非接触型サーモセンサー

の寄贈がありました。学校での検温作業に活用させてい

ただきます。ありがとうございました。

●２３日に，4年生が総合的

な学習「身の回りの環境問題」

の学習を深めるために，富良

野自然塾から岸上講師を招

旭山動物園から佐賀講師を招き，生活科の出前授業が行わ き，出前授業を行いました。

れました。モルモットを飼育す ●旭川市教育委員会の「ＧＩＧＡスクール構想」推進に

るために，グループに別れて学 向けて，各学級にタブレットを保管するためのキャビネ

習した内容を発表しました。モ ットが設置されました。今後 wifi の設置や個人向けのタ

ルモットは，11月6日まで教室 ブレットの設置が進められる予定です。次年度までには，

で大切に飼育します。 情報教育に関する環境整備が整う予定です。
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